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献 辞
中鉢雅量教授は、本来二年後にご退職のご予定でしたが、学科長の激務
に励むこと十有余年、この一両年疲憊を覚えること屡々これ有り、為に余
力を残しての勇退を決断され、平成１９年３月３１日を以て退休されることに
なりました。
同教授は昭和１３（１９３８）年７月旧樺太のお生まれで、本年６９歳になられま
す。昭和３６年３月、京都大学文学部中国語学中国文学科を卒業され、引き
続き同大学大学院に進学、昭和４１年３月、同大学院博士課程を満期退学さ
れました。同年４月より兵庫県立神戸高校教諭に就任、翌４２年４月、同尼
崎高校教諭に転任されました。４７年４月愛知教育大学助教授に就任、５６年
４月、同教授に昇任されました。平成５（１９９３）年４月、佛教大学文学部
教授に転任。８年４月、名古屋外国語大学外国語学部教授に就任されまし
た。この間、昭和６１年１１月、京都大学大学院文学研究科の博士号を取得さ
れ、翌６２年３月、文部省在外研究員として中国で半年間研修されました。
本学着任後は、直ちに中国語学科長に就任（平成１９年３月まで）すると
ともに、名古屋外国語大学大学院の設立に中心メンバーの一人として尽力
され、翌平成９年４月、大学院開設後も、教学や大学院生の指導、大学院
の運営発展に多大な貢献をされました。 また、海外姉妹校との提携強化、
留学制度の改革、第二外国語科目の少人数クラス化、カリキュラム改革
等々、単に一学科の長としての職務に止まらず、全学的な諸問題に深い関
心を寄せ、常に積極的な提案をされるとともに、それらを実現させていか
れたご手腕は本学教員の間では広く知られています。更には、嘱託職員の
待遇改善にも先頭に立ってお力を尽くされましたことは、真の大学人たる
べき責務を自らに課したことを示しております。
同教授のご専門は、中国古典文学・中国語学ですが、その領域は多方面
に亘っております。近現代の神話学の成果を用いた中国神話の分析、先生
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の真骨頂である水滸伝の諸研究、更には敦煌変文の研究とともに始まる近
世口語・口語文学の研究があり、また、本学着任後には、清末から中華民
国にかけての言文一致運動に取り組まれています。古代から近現代まで広
い領域を対象とする先生のご研究は、衰えることのない旺盛な学問的探究
心を常に持ち続けられたことを雄弁に物語っています。ご著書には、学位
論文となった『中国の祭祀と文学』（創文社、平成元年）を始め、『中国小
説史研究―水滸伝を中心として―』（汲古書院、平成８年）、『中国四大奇書
の世界』（和泉書院、平成１５年、〔共著〕）等を出版されております。
授業では主に講読、中国語学を講ぜられました。また、中国語科教授法
も担当されたことから、中国語教育に対しても関心を寄せられ、自ら主唱
して「東海中国語・中国語教育研究会」を設立してその世話人に任ぜられ
ました。それらの成果は、本学研究叢書『中国語・中国語教育法の研究』に
反映しております。
先生は何事にも全力を尽くされるご性格で、常にご自身の考えを率直に
表明され、理非曲直を正す厳しいお言葉もしばしばでした。しかし、一度
議論を離れれば怨みを残さず、無欲恬淡ないつもの先生に戻られる様は、
あたかも一人の修行僧のようにも感じられました。予定よりも二年早い退
休は、残念の一語に尽きますが、一方で先生らしい潔い身の処し方に深く
感銘を受けました。
本学はご着任以来の同教授のご貢献に対し、名誉教授の称号を贈らせて
いただくことにいたしました。同時に、本学部紀要３３号を同教授記念号と
し、本誌にご写真を飾るとともに、年譜並びに著作目録を掲げ、先生のご
業績とご足跡を永く顕彰いたしたいと思います。同教授のこれからのご健
勝とご多幸を心からお祈り申しあげます。
平成１９年３月３１日
外国語学部 助教授
三枝茂人
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